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2019年 9月 1日から 4日にかけて，環太平洋研究図
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・ 「SMUにおける図書館利用分析」  
（シンガポール経営大学）
















ペントリーズ」     
（カリフォルニア大学サンタバーバラ校）
・「 明日の図書館とアーカイブのための指導者養成：
国内外のパートナーシップ」    
（カリフォルニア大学アーバイン校）
 第 5部 2018年 Karl Lo賞受賞者の発表とホスト館の
発表
・「 中国映画研究のためPaul Kendel Fonoroコレクショ
ンをリンクトデータとして公開：分散したデータ
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5.おわりに
参加した総会カリキュラムからは，国際的な図書館
の動向を身をもって感じることができた。
例えばロシアでも学生の学習基盤は電子ブックへと
移行しつつあり，コレクション展示をWeb上で行うな
ど，グローバルな技術にもとづく大学の学習環境の進
化が，世界規模で歩調を合わせて進行している様子が
窺えた。
一方で，いくつかの電子公開プロジェクトが，地域
の歴史や文化を対象としていたことが印象的である。
グローバルな先進技術に乗ってローカルなコンテンツ
が視認化されていく現象は，筆者の部署や発表内容に
も連動したもので興味深く思われた。
国内協力と，国外との協力の在り方の違いについて
も考えさせられた。あくまで筆者の個人的な感想だが，
国外との協力の方が，組織的な枠組みより，結局はお
互いをつなぐ個人間の信頼や熱意によって内実が支え
られているように感じた。本総会の冒頭発表をかざっ
たロシアとアメリカの大学の数十年にわたる交流事例
がその良い例に思われた。
総会期間を通して，常連の参加者が打ち解けて再会を
喜ぶ光景を多く目にした。一方で，個人としては初め
ての参加発表であり英語力も不十分な筆者に対して，
参加大学のどのメンバーも終始温かく根気をもって接
していただいた。そこには，筆者個人への気遣いとと
もに，このコミュニティ自体への愛着を感じるもので
あった。PRRLAという枠組みの維持発展へ貢献しよう
とする各人の意識が垣間見えたように思う。
今後も本学から参加を継続する場合は，単なる研修
の場との位置づけにとどまらず，より主体的にコミュ
ニティへの貢献を果たす日が来れば，それが今日まで
の恩返しとなるのではないか。一方で，専門の学位と
専門の研究分野を有することが前提となっている他地
域のライブラリアンとちがい，日本の国立大学では図
書館員は事務職寄りの人事制度に組み込まれている。
人と仕事が短期に変わる日本固有の組織事情や人材育
成の考え方もあることから，必ずしも毎回の発表にこ
だわらず，聴講参加も織り混ぜるなど無理のない範囲
で持続可能なスタンスを築く方法もあるかもしれない。
いずれにせよ近年始まったばかりの試みにて，今後
の状況を見守りたい。何かの折にでも本報告が役立つ
ことがあれば幸いである。
謝辞：発表資料の内容チェックと英語校正でお世話に
なった情報サービス課の皆様，館内の関係部署の皆様
にこの場で御礼を申し上げます。本発表をご許可いた
だき事前監修いただいた国文学研究資料館様，PRRLA
総会実行委員及び素晴らしいホスピタリティを発揮さ
れ快適で充実した 3日間を提供いただいた会場校の高
麗大学のスタッフの皆様に謝意を表します。
 （きくち　よしなお，附属図書館
 情報サービス課貴重書係）
図 8　キャンパス内の様子。学生によるツアーガイド。
